
新領域創成科学研究科の生命科学研究系には、先端生命科学専攻とメ

ディカル情報生命専攻の2専攻があります。これらの専攻は、生命普遍

性・多様性の基本原理の解明から医療への応用まで幅広い分野の研究と、そ

れらを支える情報生命科学の研究を行っています。生命科学の研究・教育を行

なっている専攻は、理学系研究科にも農学生命科学研究科にもありますが、「新

領域」で生命科学の研究・教育を行うことの意義はどこにあるのでしょうか。

生命科学は、分子レベルで生命現象を解明する分子生物学を中心として、

この半世紀で大きな発展を遂げました。ヒトゲノムの配列決定以降は、生命

科学が医療を含め人類の健康に大きく貢献することが期待されています。さ

らに近年は、DNA 配列読み取り装置などの飛躍的な技術革新で取得が可能

となった生命ビッグデータを活用し、あらゆる生命現象をゲノムレベルから解

明する機運が高まっています。

本研究科では、生命ビッグデータの時代をリードする研究を進めるため、

ゲノム、プロテオーム、バイオイメージングに関するデータの取得、情報解析

を担ってきた3つの研究センターを統合して、研究科直属の生命データサイ

エンスセンター（LiSDaC）が設立されました。多様な環境から多くの生物種

の生命現象を多層的に計測したビッグデータを取得し、それらをシステマティ

ックに解析することで生命の多様性とその進化の解明、及び生命システムの

工学的なデザイン技術の開発を通じて、サステナブルな生命環境の実現に

貢献することを目指しています。さらに教育面では、生命ビッグデータを活用

した研究を創薬、バイオテクノロジーに活用できる人材を養成するため、生

命科学研究系でデータサイエンス人材育成教育プログラム（DSTEP）を開始

しました。DSTEP では、製薬、バイオインフォマティックス、バイオテクノロ

ジー企業の支援のもと、ニーズに直結する問題を解決できる即戦力の博士

人材の育成を目的としています。プログラム科目では ､学会機関や関連企業

の協力により､人材ネットワーク形成の促進や､ 最新の企業ニーズを把握す

る場が提供され、実践的な On the Job Trainingを経験することができます。

生命ビッグデータを活用した研究とそれを担う人材の養成は、本研究科が得

意分野として発展させていく分野となるでしょう。

生命科学が他の研究分野よりも早くから、データと情報解析ツールをイン

ターネット上で流通させて発展させてきたことからも明らかなように、生命ビ

ッグデータを活用した研究・教育は、特定の組織の中に閉じられた環境で完

結するものではありません。大規模データからのデータマイニングの威力が

明らかとなった現在、医療機関や研究機関に蓄積されつつある多様なビッグ

データを相互に参照しながら活用し、高度情報解析ツールについても広範囲

に提供できるような仕組みが必要です。生命科学研究系では、学内他部局、

外部機関とも連携して、高速ネットワークを活用したクラウド空間を構築し、

安全なデータ解析と解析ツール開発の環境を提供する技術を開発すること

を計画しています。

Messages Messages

徳永 朋祥教授
環境学研究系長

研 究 系 長 の こ と ば
環 境 学

Message from
Chair, Division of Environmental Studies

環 境学研究系は、発足から20年を迎えました。また、今年度は、環境学

研究系にとって大きな変化を迎える年となりました。2006年4月に

本郷キャンパスから柏キャンパスに移動し、環境棟で研究を推進してきました

が、環境棟のPFI事業が昨年度で終了し、新しい施設維持の体制がこの4月

から始まっています。それにあわせ、建物1階玄関西側のスペースを改修し、多

くの人により有効に利用していただけるようにしました。建物に入るときに時々

状況を見るのですが、様々な話し合いや打ち合わせがそのスペースを利用して

行なわれており、そのような環境から新しい協働や研究が芽生えることに大い

に期待したいと思っています。もう一つは、日本学術振興会の「博士課程リー

ディングプログラム」として2011年に設立したサステイナビリティ学グローバ

ルリーダー養成大学院プログラム(GPSS-GLI)が7年間の事業を終え、自立

して運営していくことが求められる段階に移ったということです。このような機

会を積極的に活用し、今までの蓄積を基盤としつつ、新しい環境学研究の展

開に向けた活動を進めることが必要であると認識しています。

　このような状況の中で、環境学研究系では、教育・研究において、新たな展

開に向けた活動が始まっていると感じることがあります。例えば、環境デザイ

ン統合教育プログラムでは、デザインを「環境に働きかける行為」と広く定義

し、そのテーマの一つとして、「人―社会―自然を結ぶ関係性を豊かにしなが

ら、社会的・生態学的弾力性を高めるための具体的な実践を、空間デザイン、

社会デザインの両面から考える」ことを目指すフィールド演習を開始していま

す。この演習には、環境学研究系の4つの専攻の教員が参加しており、私もそ

の1名に加えていただいているのですが、様々なバックグラウンドを持つ教員、

学生、地域の方 と々同じ問題について議論をし、どのように「働きかけるか」を

考えていくことは、非常に刺激的な場であるということを実感しています。つま

らないことかもしれませんが、「フィールドワーク」の意味する活動の違いがこ

んなに大きいのかと、今まで自然科学・工学的な観点からフィールドワークを

してきた人間として驚くという経験をしたことは、私の今後の研究や社会的な

活動を進める上での姿勢にも影響を与えてくれたと、この演習に関わってくれ

ているメンバーに感謝をしています。

　他にも、いくつもの新しい環境学研究が始まりつつあります。例えば、環境

DNA・ビッグデータ解析をキーワードに、生命科学研究系の先生方との協働

が昨年度から始まっています。それ以外にも、病院内や手術室といった過酷な

「環境」での人間の活動をテーマにするという新しい環境学研究、エネルギー

システム解析・まちづくり・サステイナビリティ学の融合とUDCKの実践知を

さらに展開する社会イノベーション研究など、その進展がとても楽しみなテー

マが見出され、研究が進んでいます。

　新領域創成科学研究科が掲げる「学融合」と「知の冒険」は、口で言うほど

簡単なことではありませんが、その重要性と楽しさをしっかりと受け止めつ

つ、新たな環境学研究を展開していければよいと考えております。
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